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秋
季
火
災
予
防
運
動

　
　

月
９
日（
土
）〜　

日（
金
）

１１

１５

は
、火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
事
を
目
的
と
し
た

秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

今
年
は
「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い

ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
」
を

統
一
標
語
と
し
て
、
市
で
は
防

火
ポ
ス
タ
ー
展
、
消
防
車
両
な

ど
に
よ
る
市
内
巡
回
広
報
、
市

内
の
防
火
対
象
物
な
ど
の
消
防

訓
練
を
行
い
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
火
災
予
防

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　●
 

必
ず
消
火
し
て
か
ら
給
油
す

る
。

　●
 

給
油
口
を
確
実
に
閉
め
、
漏

れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　●
 

紙
、
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
く
に
置
か
な
い
。

　●
 

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
引
火
性

の
物
を
近
く
で
使
用
し
な
い
。

こ
ん
ろ
の
火
災
予
防

　●
 

調
理
中
は
そ
の
場
を
絶
対
に

離
れ
な
い
。

　●
 

こ
ん
ろ
の
火
が
自
分
の
衣
服

に
着
火
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

身
の
回
り
に
注
意
す
る
。

火
災
が
発
生
し
た
ら

　●
 

水
を
か
け
な
い
。

※
油
が
飛
び
散
っ
て
火
が
大
き

く
な
る
た
め
。

　●
 

消
火
器
は
数
メ
ー
ト
ル
離
れ

て
鍋
の
縁
に
当
て
油
面
に
流
し

こ
む
よ
う
に
狙
う
。

　●
 

消
火
器
が
な
い
と
き
に
は
、

水
で
濡
ら
し
軽
く
絞
っ
た
タ
オ

ル
で
鍋
を
覆
う
。

　●
 

消
火
に
自
信
が
な
い
場
合
は

危
険
な
の
で
無
理
せ
ず
通
報
す

る
。放

火
に
対
す
る
火
災
予
防

　

放
火
は
深
夜
に
死
角
と
な
る

場
所
な
ど
で
発
生
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
発
見
が
遅
れ
て
被

害
が
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
て
放
火
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

　●
 

家
の
周
り
は
常
に
整
理
整
頓

し
、
雑
誌
、
新
聞
紙
な
ど
の
燃

え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
。

　●
 

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日

の
朝
に
出
す
。

　●
 

建
物
周
囲
の
暗
い
場
所
に
は

　

子
ど
も
た
ち
の
現
状
、
家
族

の
役
割
、
親
の
在
り
方
、
地
域

と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
「
家
庭
教
育
研
究
集
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

同
研
究
会
で
は
、
平
成　

年
２７

に
放
映
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
の

舞
台
で
あ
る
大
空
小
学
校
初
代

校
長
の
木
村
泰
子
さ
ん
を
招
き
、

同
学
校
で
の
経
験
を
元
に
し
た

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
の
講
話
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
月
）

１１

２５

午
前　

時
〜
正
午
（
午
前
９

１０

時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
小
ホ
ー
ル

○
定　

員　

３
０
０
人
（
申
込

順
）

○
対　

象　

小
・
中
学
生
を
持

つ
保
護
者
、
家
庭
教
育
に
関

心
の
あ
る
方

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　
　

月　

日（
水
）

１１

２０

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

　

市
で
は
、
住
所
に
基
づ
き
、

就
学
先
の
小
・
中
学
校
を
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
左
表
に
該
当

す
る
場
合
、
指
定
校
の
変
更
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
理
由
が
相

当
で
な
い
場
合
、
登
下
校
お
よ

び
緊
急
時
の
安
全
に
問
題
が
あ

る
場
合
な
ど
は
変
更
で
き
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
灯
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
家

の
周
り
を
明
る
く
す
る
。

　●
 

外
出
す
る
時
や
就
寝
時
に
は

必
ず
戸
締
ま
り
を
確
認
す
る
。

　●
 

自
転
車
や
自
動
車
な
ど
に
は

防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

消
火
器
な
ど
に
よ
る
火
災
予
防

　

消
火
器
は
も
っ
と
も
身
近
な

消
火
器
具
で
す
。
ホ
ー
ス
と
レ

バ
ー
が
付
い
た
消
火
器
の
他
、

レ
バ
ー
の
み
の
タ
イ
プ
の
物
や

ス
プ
レ
ー
式
の
簡
易
消
火
具
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
備
え
て
、
消
火
器

や
消
火
用
具
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
消
火
器
の
使
い
方

①
安
全
ピ
ン
を
抜
く
。

②
ホ
ー
ス
を
火
元
に
向
け
て
、

レ
バ
ー
を
握
る
。

③
火
元
に
向
け
て
手
前
か
ら
覆

う
よ
う
に
噴
射
す
る
。

◆
古
く
な
っ
た
消
火
器
に
ご
注

意
を

　

消
火
器
に
は
高
い
圧
力
で
ガ

ス
が
充
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
本
体
に
変
形
、
傷
、
腐

食
な
ど
が
あ
る
と
破
裂
す
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
腐
食
し
な
い

場
所
に
置
き
、
製
造
か
ら　

年
１０

以
上
経
過
し
た
消
火
器
は
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
が
古
く
な
っ
た
り
傷
つ

い
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

を
　

一
般
家
庭
に
は
消
火
器
を
設

置
す
る
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
市
の
職
員
が
消

火
器
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販

売
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

担
当 

生
涯
学
習
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
7
2

 

5
0
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1

　

寒
く
な
る
に
つ
れ
、
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
た
り
、
空
気
が
乾
燥
し
た
り
し
て
火
災
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
火
災
予
防
の
意
識
を
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
市
史
に
関
す
る
次

の
書
籍
を
刊
行
し
ま
し
た
。

◆
座
間
市
史
資
料
叢
書
９
大
矢

家
文
書
Ⅱ　
 
御  
鷹  
場 
関
係
文
書 

お 
た
か 
ば

９
３
０
円
（
Ａ
５
判
２
９
４
ペ

ー
ジ
）

　

市
の
重
要
文
化
財
「
大
矢
家

文
書
」
か
ら
、
「
御
鷹
場
」
に

関
す
る
も
の
を
ま
と
め
た
資
料

集
で
す
。

　

「
御
鷹
場
」
と
は
鷹
狩
り
に

使
う
鷹
の
訓
練
な
ど
を
す
る
場

所
の
こ
と
で
す
。
本
書
で
は
、

地
元
の
人
々
が 
鷹 たか 
匠 
な
ど
の
役

じ
ょ
う

担
当　

生
涯
学
習
課 

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
3
1

 

5
0
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1

人
に
提
供
し
た
物
品
や
、
近
隣

の
村
で
組
織
し
た
組
合
の
様
子

を
収
め
ま
し
た
。

◆
座
間
む
か
し
む
か
し
第　

集 
４１

２
０
０
円（
Ａ
５
判　

ペ
ー
ジ
）

３４

　

本
書
で
は
、
市
市
史
編
さ
ん

室
で
多
く
の
展
示
企
画
を
手
掛

け
た
久
保
田
昌
子
さ
ん
の
「
近

代
の
座
間
を
支
え
た
養
蚕
業
に

つ
い
て
」
の
他
、
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
の
稲
垣
文
野
さ
ん

の
「
公
民
館
の
講
座
を
通
し
た

社
会
教
育
の
体
験
と
思
い
」
を

収
録
し
て
い
ま
す
。

○
販
売
・
閲
覧
場
所　

市
役
所

１
階
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

担
当 

予
防
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
1
8
7　

5
0
4
6（
2
5
6
）3
2
2
5

担
当 

学
校
教
育
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
7
3
9

 

5
0
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1

必要事項変更期間対象学年要　件

必要期間小・中学校全学年
いじめ被害への対応が必要１
通学の利便性の地理的な事情や、通学の安全確保などの
事情がある２

変更の理由、変更先学校長の同意必要期間中学校１年生
指定された中学校に希望する部活動がないため、希望す
る部活動がある、住所地から最寄りの他の中学校に通学
したい

３

従前学校長の同意
卒業まで小学６年生、中学

３年生市内転居したが、引き続き従前の学校に通学したい４

転居年の学年修了
まで

小学１～５年生、
中学１～２年生

学期途中で市内転居したが、引き続き従前の学校に通学
したい５

売買・賃貸契約書の写し

必要期間

小・中学校全学年

新築や改築などで、一時的に学区外に引っ越し（仮住ま
いを含む）したが、従前の学校に通学したい６

学区外への引っ越しが確実で、引っ越し先の学区の学校
へ通学したい７

診断書の写し、関係者の願書心身や通院などの事情で、通学の配慮を必要とする８

預り先住所、保護者の就労などが確認
できる書面小学校全学年

自宅に帰っても、児童を保護する者がいないときに、保
護者の帰宅まで親戚などの家や勤務先・店舗などで児童
を預かる

９

保護者の母語または日本語訳で記入し
た書類

小・中学校全学年

指定校で希望する国際教室が開級されていないため、希
望する国際教室を開級している、児童・生徒の住所から
最寄りの他の小・中学校に通学したい

１０

卒業まで指定校変更許可区域に住んでいる１１

必要期間要件６～９で指定校を変更した児童・生徒の兄弟姉妹で
ある１２

秋
の
火
災
予
防
運
動
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たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

住
所
に
基
づ
き
指
定
し
た

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
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更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更

小
・
中
学
校
の
変
更

住
所
に
基
づ
き
指
定
し
た

小
・
中
学
校
の
変
更

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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市
史
に
関
す
る
書
籍
を
刊
行

市
史
に
関
す
る
書
籍
を
刊
行
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けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
をををををををををををををををををををををををををををををををを

火
災
予
防
の
心
掛
け
を

火
災
予
防
の
心
掛
け
を

家
庭
教
育
研
究
集
会

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
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